
             提供 
 
 
 権原内 

 
 

データの集合物 
ⅰ技術的管理性    
（ID/パスワード等） 
ⅱ限定的な外部提供性 
ⅲ有用性       
※オープンなデータと 
同一の場合は除く。 

 
 
 
 
 
 
 
 

取得 
 

※目的外使用禁止 
第三者提供禁止の 
条件付き 

 使用 

使用 
 

データ提供者Ａ 権原のない者Ｂ 

権原のある者Ｃ 

転得者Ｄ 
「不正競争行為」の対象 
「不正競争行為」の対象外 

相対取引 

提供 

※不正使用行為によって生じた物の取扱い 
 データの不正使用により生じた物（物品、ＡＩ学習済みプログラム、マニュアル、データベース等）の提供行為は、対象としない。 

提供 

部素材・物質等 
データ 

工場データ 

行動・生活
データ 

 使用 

    権原外 

不正な 
経緯を 
知らず 
取得 

不正な 
経緯を 
知って 

取得 

 使用 

提供 

※「権原」とは、Ｄが不正な経緯を知る前に、DがBやCと  
  締結した契約等に基づき、提供を許された範囲を指す。 

⑥ ⑦ 

⑧ 

⑧’ 

不正アクセス、 
詐欺等 

  図利加害目的 ⑤ 

 
事後的に 
  知って   

機械データ 

気象データ 

不正取得 

商業データ 

① 

売買契約、 
業務委託契約等 

新たに「不正競争行為」とする範囲 

      横領・背任的 ④ 

② 

③ 

l 契約に基づく自由な取引を前提とし、通常の正当な事業活動を阻害しない範囲で、悪質性の高い、不正利用・不
正流通への救済措置として、必要最小限の民事措置（差止請求、損害賠償額の推定等）を導入。 
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